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２００４年に上陸した台風の気圧
分布の特性について論文

藤井 健＊

OnaPressureDistributionofTyphoonsHavingMade
LandfallontheJapaneseMainIslandsin２００４

TakeshiFUJII＊

Abstract

In２００４,tentyphoons(includingtropicalstorms)madelandfallontheJapanese
MainIslands,andinsomeofthem thehighwindoccurredoververywidearea.The
radialpressureprofilesofthesetyphoonswereapproximatedbytheformulapresented
bySchloemer(１９５４).Theanalysisresultsindicatedthatatthetimeoflandfall
TyphoonsChaba(T０４１６),Songda(T０４１８)andTokage(T０４２３)hadthelargevalues
exceeding５０hPainthecentralpressuredepthfrom theperiphery,Δp,andexceeding
１００ km intheradiusofmaximum wind,rm.Theseresultswerecomparedwiththe
statisticalvaluesbasedonthepressureanalysisbyFujii(１９９８)for５１ typhoonsfrom
１９５５ to１９９４.Asaresult,itwasindicatedthatthereturnperiodsofΔpatlandfall
forthe６ analyzedtyphoonsin２００４correspondto１１to２１yearsper１００kmwidth
inthemeaninvadingdirection.Thevaluesofrm atlandfallexceptTyphoonMeari
(T０４２１)werelargerthanthoseforthepastcorrespondingtyphoons.Thedecayrate
waslargeforTyphoonsDianmu(T０４０６)andTokage,butTyphoonSongdashowed
littledecay.InthepressureanalysisforTyphoonMa-on(T０４２２),anunreasonable
valueofcentralpressurebelow９００hPawasobtained.So,bythereanalysisusingthe
formulapresentedbyHolland(１９８０),areasonablepressureprofilecouldbeobtained.
ThisprofilewascomparedwiththepressurerecordattheYokohamaMeteorological
Observatory,anditsreliabilitywasconfirmed.
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藤井：２００４年に上陸した台風の気圧分布の特性について

１．はじめに
著者（Fujii，１９９８）は，１９５５～９４年に日本に上

陸した５１個の顕著台風（上陸時の中心気圧９８０hPa
以下）について，Schloemer（１９５４）の気圧分布式
を用いて気圧場の数値解析を実施し，日本を襲う
台風の気圧分布の特性を明らかにした。この結果
によると，強い台風ほど最大風速半径が小さく，
また，上陸時の最大風速半径が小さい台風ほど上
陸後の減衰率が大きい傾向があった。
一方，２００４年には，１０個の台風が日本に上陸

し，台風の定義が域内の最大風速１７．２ms－１以上
となった１９５１年以来の年間最大上陸数６個（１９９０
年および１９９３年）を大きく更新した。これらの台
風の中には，発生直後から超大型であり，日本に
来襲したころも大きなスケールを維持しているも
のがあった。藤井（２００５）は，２００４年の台風の性
状を把握するための準備的研究として，京都府に
影響を与えた６号，１６号，２１号，２３号の４個につ
いて，気圧場について数値解析を実施した。その
結果を過去の台風の解析結果（Fujii，１９９８）と比
較したところ，２１号を除いた３個の最大風速半径
は，上陸時における中心と周辺の気圧差が同じ過
去の台風に比べて大きい傾向があった。そこで，
２００４年に上陸した他の台風の解析結果を追加し
て，気圧分布の特性が過去の台風と異なった特性

をもっているのかどうかについて調べてみた。な
お，２２号は，Schloemerの式で解析を行うと，中
心気圧が９００hPa以下の非現実的な結果が得られ
た。そこで，もう一つパラメータを追加した
Holland（１９８０）の式により解析を試みた。

２．２００４年に上陸した台風の概要
本論に入る前に，２００４年に上陸した１０個の台風

について，気象庁等の資料に基づき概括する。
まず，これらの台風の上陸時における諸要素は

表１のようである。上陸時の中心気圧が最も低
かったのは１８号で，９４５hPaである。最大の死者・
行方不明者を出したのは２３号で，９７名である。な
お，気象庁ホームページ掲載の『気候変動監視レ
ポート２００４』（気象庁，２００５）では，死者・行方不
明者が５名未満であった台風については災害資料
の記載が省かれている。４号と１１号は，これに該
当し，死者・行方不明者の数が分からなかった。
この２台風を除いた死者・行方不明者の総数は２１５
名に達している。同レポートによると，住家の損
壊については，１８号が５３，１８２棟，２３号が１８，７９４棟
に達した。また，（社）日本損害保険協会（ホーム
ページ）によると，２００４年の台風による災害に対
して支払われた損害保険金は，１６号が１，２１０億円，
１８号が３，８７４億円，２１号が３３６億円，２２号が２７２億
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表１ ２００４年に日本に上陸した１０個の台風の上陸時における諸要素，中心気圧および最大風速は気象庁台
風経路データより引用した。なお，４号と１１号の死者・行方不明の人数は上記資料に記載なく，不明
である。

死者・行方
不明者（人）

最大風速
（ms－１）

中心気圧
（hPa）上陸場所上陸時刻

（JST）
上陸月日
（JST）台風番号

－１８９９４高知県東部１６時ころ６月１１日T０４０４

５３５９６５室戸市付近９時３０分ころ６月２１日T０４０６

３３５９８０高知県西部１６時すぎ７月３１日T０４１０

－２０９９６徳島県東部２２時すぎ８月４日T０４１１

１２３０９８０津軽半島６時すぎ８月２０日T０４１５

１７４０９５０串木野市付近１０時前８月３０日T０４１６

４６４０９４５長崎市付近９時３０分ころ９月７日T０４１８

２７３０９７０串木野市付近８時３０分ころ９月２９日T０４２１

８４０９５０伊豆半島１６時ころ１０月９日T０４２２

９７４０９５５土佐清水市付近１３時ころ１０月２０日T０４２３
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円，２３号が１，３８０億円であった。この中で最高額
であった１８号の災害に対する支払額は，風水害で
は，１９９１年の台風１９号の５，６７９億円に次いで過去
２番目の高額であった。
次に，青森県津軽半島に上陸した台風１５号を除

いた経路を図１に示す。３個が九州，５個が四
国，１個が東海・関東に上陸している。進行方向に
ついては，１０号と１１号は北西～北北西であった
が，他の台風は北北東～北東であった。

３．台風気圧場の解析方法
台風は，日本付近に達すると，山岳や傾圧帯の

影響を受けて変形し，気圧分布は非対称化してい
く。とくに，台風の進行方向に孤立した急峻な山
岳がそびえている台湾島では，台風が大きく変形
することが知られている（たとえば，Linetal.,

２００２）。しかし，本研究は，数多くの台風につい
て気圧分布の解析結果を比較し，これを通して日
本に上陸する台風の性状を総括的に明らかにしよ
うとするものである。このために，解析の対象と
する領域を中心から２５０km，時間帯を上陸後５時
間に限定し，さらに中心に近い観測値ほど重視す
る重みを掛けることによって，第一近似として等
圧線が同心円状に分布していると仮定することに
した。この仮定のもと，いくつかの気圧分布式の
中で，著者らはSchloemer（１９５４）の気圧分布式
を採用した（Mitsutaetal.,１９７９）。

p＝pc＋Δpexp（－１/x） （１）

なお，この式で，pは中心からの距離rにおける
海面気圧，pcは中心気圧，Δpは周辺と中心の気
圧差，xはrと最大風速半径rmの比で，rmを基準
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図１ ２００４年に日本に上陸した台風の経路，中心位置は気象庁の速報値による。図中の○は気象官署であ
る。上陸直前からの４号の経路は，６号の経路とほぼ重なっている。また，１５号の経路は，この図内
には現れていない。
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とした無次元相対距離に相当する。ここでいう最
大風速半径とは，旋衡風風速が最大となる半径で
あるが，大気境界層においては，地表面の摩擦に
より等圧線を横切って，回転しながら中心に向
かって吹き込んでいく間に角運動量保存により風
速が増して行き，地表風はrmより小さい半径で
最大となる。
Δpは，台風の強さを表すパラメータの一つで

ある。台風の強さとしては，中心気圧も一つのパ
ラメータであるが，周辺気圧との気圧差で表した
Δpの方が最大風速との関係が深い。
一方，１９７７年に南西諸島を襲った台風５号のよ

うに小型で強い台風には，Schloemerの式での近
似が無理である（藤井・光田，１９９５）。このような
台風のために，Holland（１９８０）は，Schloemerの
式にパラメータBを追加した次の式を提案し，
オーストラリア周辺の熱帯低気圧の解析を行って
いる。

p＝pc＋Δpexp（－１/xB） （２）

本研究では，SchloemerやHollandの式で気圧
分布を近似したが，その方法の概略は次のようで
ある。
① 台風の仮の中心位置（緯度と経度）を与え，

この位置から半径２５０km以内に存在する地
点（気象官署）におけるrの値を計算する。

② 各地点の海面気圧観測値には，r（km）の値
に従属した重みwをつける。
w＝１００/r （r＞１０km）券

元犬 （３）
元w＝１０ （r １０km）鹸

③ rmの仮の値を与える。
④ 式（１）による気圧計算値について，気圧観

測値からの重みつきr.m.s.誤差が最小となる
ように，最小二乗法によりΔpとpcの値を算
出する。

⑤ rmの値を変えて，同様な計算を繰り返し，
r.m.s.誤差が最小となるΔp，pcおよびrmの
値の組み合わせを求める。

⑥ 台風中心位置を変えて，同様な計算を続け，
r.m.s.誤差が最小となる台風の中心位置，Δp，
pcおよびrmの値の組み合わせを求め，この

値を暫定的な解析値とする。
⑦ 本解析では等圧線の同心円状分布を仮定す

るので，中心から２５０km以内の領域を対象
とした。このため，外挿値である周辺気圧
は時間的に不規則な変動することがある。
一方，上陸時から５時間後までの移動距離
は２００～３００km程度であり，周辺気圧はほ
とんど変動しないものと考えられる。また，
上陸５時間後には，台風の後半円も陸上に
あり，その気圧分布も含めた周辺気圧の推
定が可能となる。そこで，上陸時から５時
間後までの周辺気圧の平均値を求め，周辺
気圧をこの値に固定することにする。そし
て，①～⑥の過程を繰り返して，中心位置，
Δp，rmを算出し，これらの値を最終的な解
析値とする。

４．気圧場の解析結果
Fujii（１９９８）において解析の対象としたのは，

九州地方から関東地方までの海岸線に上陸した台
風の中で，上陸時の中心気圧が９８０hPa以下のも
のである。この基準に基づいて，２００４年に上陸し
た１０個の台風のうち，上陸時の中心気圧が
９８０hPaより高い４号と１１号，青森県津軽半島に
上陸した１５号を解析の対象から除外した。
残り７個の台風について，Schloemerの式の妥

当性を調べるために，Hollandの式でBの値を変
えて，上述の解析手順①～⑥により解析値の暫定
値を求めた。上陸時から５時間後までのr.m.s.誤
差の平均値を表２に示す。
この解析において，２２号はBの値が１．５以下で

あるとrmが１０km以下となり，解が収束しない時
間帯があったが，この台風については，節６で議
論することにする。残りの６個の台風，６号，１０
号，１６号，１８号，２１号，２３号については，誤差が
B＝１．０，すなわちSchloemerの式による解析にお
いて最小であった。そこで，これらの台風につい
てはSchloemerの式により解析を行い，その結果
に基づいて，Δpとrmの間の関係について議論す
る。これらの台風の上陸時における解析結果を表
３に示す。また，これらの解析結果における

３２０
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r.m.s.誤差の時間変化を図２に示す。この図によ
ると，２３号は上陸３～４時間後では３．５hPa程度
で，上陸時よりも少し大きくなっているが，他の
台風については，２．５hPa以下である。このよう
な差は，主として，同心円状気圧分布からの歪
み，Schloemerの式の適合性および海面気圧観測
データの誤差（海面更正による誤差を含む）から
生じるものと考えられる。しかし，本研究の目的
は，強い台風が多く来襲したと言われる２００４年に
上陸した台風を過去の台風と比較して，どのよう
な位置を占めるのかを明確にすることにある。そ
こで，この程度のr.m.s.誤差を認めた上で，同心
円状の気圧分布の仮定のもとSchloemerの式によ
り 解 析

した結果を過去の台風についての解析結果と比較
することにした。
次に，上陸時刻から５時間後までのΔpの時間

変化を図３に示す。一般に，強い台風ほど上陸後
の減衰が大きい傾向がある。たとえば，Tuleya
etal．（１９８４）は米国に上陸したハリケーンについ
て，上陸時の中心気圧が低いほど上陸１２時間後の
中心気圧上昇量が大きいことを示している。ま
た，Matano（１９５６）は，上陸後におけるΔpの減
少率が上陸時のΔpに比例することを理論に導い
ている。この理論に従って，Δpの時間変化はΔp
に比例すると仮定すると，Δpの減衰率apは，次
の式で表される。

３２１

表２ 上陸後５時間におけるr.m.s.誤差平均値のBの値による変化，“－”は解が収束し
ない時間帯があるため，r.m.s.誤差の平均値が求まらない場合である。

B＝２．５B＝２．０B＝１．５B＝１．２B＝１．０台風番号

１．８１．８１．７１．７１．７T０４０６

１．４１．３１．２１．２１．２T０４１０

２．０１．８１．６１．５１．５T０４１６

２．６２．４２．１２．０１．９T０４１８

１．３１．１１．０１．０１．０T０４２１

１．５１．８－－－T０４２２

２．８２．７２．５２．５２．５T０４２３

表３ Schloemerの式による気圧場解析結果と気象庁発表値（気象庁台風経路データより引用）。なお，＊印
の数値はHollandの式（B＝２．５）による解析結果である。

（参考）気象庁発表値（確定値）Schloemerの式による解析結果
台風
番号

上陸時減衰率上陸時
強風域半径
（km）

暴風域半径
（km）

中心気圧
（hPa）

ap
（１０－２ｈ－１）

rm
（km）

Δp
（hPa）

pc
（hPa）

SE５６０，NW３７０SE１５０，NW７０９６５６．９１２３．５３４．３９６９．８T０４０６

SE３７０，NW２２０全域９０９８０２．３２５８．５３０．１９９０．６T０４１０

E５６０，W４１０E２２０，W１９０９５０２．７１６１．５５２．８９５８．３T０４１６

SE６００，NW４４０SE１７０，NW１５０９４５－０．２１０６．５５４．４９５２．１T０４１８

SE４８０，NW３００全域１５０９７０４．４６１．０４６．７９６８．９T０４２１

SE４１０，NW３３０E１１０，W６０９５０－＊３３．５＊３０．８＊９６９．１T０４２２

E８００，W５６０E３３０，W２２０９５５７．５１２９．０５３．８９５７．３T０４２３
【註】「暴風域半径」とは風速２５m s－１以上の風が吹いている領域の半径，「強風域半径」とは，風速１５m s－１

以上の風が吹いている領域の半径である。
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dΔp
――＝－apΔp （３）
dt

この微分方程式を解くと，Δpは上陸後の経過
時間tとともに指数的に減少するという関係式が
得られる。

Δp＝Δp０exp（－apt） （４）

この式で，Δp０は上陸時のΔpである。
最小二乗法によりapの値を求めて，表３に示す。

減衰率が最も大きいのは２３号で，次いで６号であ
る。一方，１８号は減衰率がほとんど０であり，５
時間後までΔpが６０hPa前後の勢力を維持してい
る。このように，１８号がほとんど減衰しなかった
一因として，九州の北西端を通過しただけであり，
陸地の影響が小さかったことが考えられる。
一方，rmは気圧分布の形状，すなわち，台風の

スケールを表すパラメータの一つである。上陸時
から５時間後までの時間変化を図４に示す。いず
れの台風のrmも，上陸後の時間の経過とともに，
ほぼ一定あるいは増加の傾向がある。減衰過程の
台風において，最大風速半径の増加は一般に見ら
れる現象である。これらの台風の中で１０号と１８号
を除いては，時間とともにrmが増加していく傾
向が見られ，６号は５時間後に２００kmを超えてい
る。なお，九州北西部を通過した１８号は，前述の
ように，Δpの時間変化がほとんどなかったが，
rmもほとんど変化がなく，１１０～１５０kmの値に維
持されている。このことは，１８号が上陸時の気圧
分布を維持して九州北西部を通過したことを意味
している。また，１０号は上陸時から５時間後ま
で，２００～２７０kmの大きな値をとっている。この
台風はΔpが比較的に小さい台風であり，次節で
述べるが，過去のΔpの小さい台風の中には，rm
が２００kmを超えるものがあった。

５．従来の解析結果との比較
著者（Fujii，１９９８）は，１９５５～９４年の４０年間に日

本に上陸した５１個の顕著台風について，Schloemer
の式により同じ方法で気圧場の数値解析を実施し，
その結果をまとめて日本に上陸した台風の特性を

明らかにしている。今回，Schloemerの式で解析
を行った６個の台風について，この結果と比較を
行うことにする。Fujiiでは，図５に示すように，
上陸場所で３つの地域に分けて統計をとっている。
AreaAは九州地方の海岸線，AreaBは四国・近畿

３２２

図３ 上陸時より５時間後までのΔpの時間変化。

図２ 上陸時より５時間後までのr.m.s.誤差の時
間変化。

図４ 上陸時より５時間後までのrmの時間変化。
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地方の海岸線，AreaCは東海・関東地方の海岸線
である。今回，解析した６個の台風のうち，１６
号，１８号，２１号はAreaAの海岸線を横切り，ま
た，６号，１０号，２３号はAreaBの海岸線を横
切って上陸している。本論文において，これらの
台風の解析結果で比較を行うのは，上陸時のΔp
の再現期間，上陸時のΔpとrmの間の関係，上陸
時のrmとapの間の関係である。

５．１ 上陸時におけるΔpの再現期間
図６には，１９５５～９４年に上陸した顕著台風の上

陸時におけるΔpの年最大値の再現期待値（Fujii，
１９９８）を示す。再現期間は，Hazen（１９３０）の式
により求めた。この図には，今回解析の対象とし
た６個の台風のΔpを横線で追加してある。この
横線が１９５５～９４年の台風の年最大値と交差する値
として再現期間を求めた。これによると，上陸時
におけるΔpの年最大値の再現期間は，６号が１５
年，１０号が１２年，１６号が２１年，１８号が２２年，２１号
が１１年，２３号が２１年に相当する。この再現期間
は，平均上陸方向（図５の矢印の方向）の進入幅
１００km当たりの値であるので，各地域の海岸線
上のある位置に上陸する再現期間を意味してはい
ない。平均上陸方向に対する進入幅は，AreaA
が２３３km，AreaBが３４８kmで あ り，こ の 値 を
使って補正を行うと，各台風のΔpを超える台風
が該当地域の海岸線上のある位置に上陸する再現
期間は，６号は４年，１０号は３年，１６号と１８号は

９年，２１号は５年，２３号は６年となる。

５．２ 上陸時におけるΔpとrmの関係
Fujii（１９９８）によると，上陸時のΔpが大きい

ほどrmが小さい関係があった。これは，Δpが小
さい台風は上陸時よりもかなり前から衰弱期に
入っており，一方，Δpが大きい台風は衰弱期の
初めであり，上陸後，急速に減衰していくためで
あると考えられる。この関係を示す図に２００４年の
６個の台風の解析値を追加して，図７に示す。回
帰曲線は，１９５５～９４年の台風の解析結果からΔp
がrmとともに対数的に減少するとして，上陸地
域別（AreaCは除く）に求めたものである。２１号
を除いた５個の台風は，回帰曲線よりも上方にあ
る。これは，過去の同じΔpの台風よりもrmが大
きいことを意味している。とくに，上陸時のΔp

３２３

図６ 上陸時のΔpの再現期待値，Fujii（１９９８）
のFig.２に２００４年に上陸した６個の台風
の解析結果を追加してある。なお，横軸
は二重対数目盛でとってある。台風番号
の次のかっこ内は上陸地域を示す｡

図５ 上陸地域の分割，矢印は１９５５～９４年の顕
著台風の上陸時平均的進行方向。Fujii
（１９９８）より引用。図中の○は，鹿児島
（K）潮岬（S），館野（T）の位置を示す。
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が５０hPaを超えている１６号，１８号および２３号は，
回帰曲線より上方にあり，強くて大きい台風であ
る。また，この図によると，これら３個の台風よ
りもΔpが大きい台風は，１９５５～９４年において１１
個にすぎない。このことは，４０年間に１１個しか上
陸しなかったような強い台風が２００４年には３個も
上陸したことを意味している。
なお，この図において，Δpが最大（８５．２hPa）

の台風は１９５９年の伊勢湾台風である。気象庁の発
表による上陸時の中心気圧では，１９６１年の第２室
戸台風が９２５hPaで，伊勢湾台風の９２９hPaよりも
低い。しかし，本解析による第２室戸台風のΔp
の値は６９．０hPaで，伊勢湾台風より小さい。これ
は，周辺気圧の計算値が第２室戸台風の方が低い
ためである。

５．３ 上陸時におけるrmと減衰率apの関係
１９５５～９４年の台風解析の結果（Fujii，１９９８）に

よると，上陸時のrmの値が大きい台風ほど，式
（３）で定義した減衰率apの値が小さくなる傾向が
あった。これは，地表面摩擦や周囲の大気との混
合による台風全体への影響は，一般に，大型の台
風ほど小さく，減衰は遅い傾向があると説明し
た。新たに解析した２００４年の台風について，過去
の台風と比較するために，上陸時のrmの値に対
するapの値の関係を図８に示す。この図で，回帰

曲線は１９５５～９４年の台風の解析結果からapが上陸
時のrmとともに対数的に減少するとして，上陸
地域別に求めたものである。この図によると，６
号と２３号は回帰曲線よりも上方にあり，スケール
の割には減衰率が大きい。一方，１８号と２１号は回
帰曲線よりも下方にあり，スケールの割には減衰
率が小さい。とくに，２３号は，AreaBに上陸し
た同じrmの台風に対して減衰率が２倍くらい大
きくなっている。

６．台風２２号の特性
１０月９日１６時頃（以降，時刻はJST）に伊豆半

島に上陸し，北東に進み，関東地方南部を通過し
た台風２２号は強い勢力を持っており，横浜市金沢
区で駐車場に停めてあったトラック３８台が強風に
より横転するなどの被害が発生した。
２２号の気圧場は，山岳や前線の影響で変形し，

その非対称性が顕著である。しかし，スケールが
小さいことを考慮して，解析の対象域を中心の初
期位置から半径１５０km以内の領域とすると，非
対称性はそれほど顕著ではなく，近似的に軸対称
であるとみなすことができた。そこで，節３に示
した解析方法に従って，Hollandの式により解析
を行ったところ，B＝２．５のときに誤差が小さく，
１５時，１６時（上陸時）および１７時について，妥当
な気圧分布が得られた。気圧場解析による中心位

３２４

図７ 上陸時におけるΔpとrmの関係，図中の
数字は２００４年の台風番号。この図は，
Fujii（１９９８）のFig.４に６個の台風の解析
結果を追加に追加したもので，回帰曲線
は１９５５～９４年の台風の解析結果による。

図８ 上陸時におけるrmとapの間の関係，図中
の数字は２００４年の台風番号。この図は，
Fujii（１９９８）のFig.７に６個の台風の解析
結果を追加に追加したもので，回帰曲線
は１９５５～９４年の台風の解析結果による。
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置と気象庁による経路（速報値）を図９に示す。
気圧場解析による中心位置は，気象庁による位置
とほぼ一致している。なお，半径１５０kmから外
に向かっての外挿値である周辺気圧を求めるに当
たっては，本台風に限って１５～１７時の平均値
９９９．９hPaに固定した。

次に，解析による気圧分布を図１０（a）～（c）に示
す。Δpの値は，１５時に３２．６hPa，１６時に３０．８hPa
で，１．８hPaしか減少していない。しかし，１７時
には１３．６hPaで，１時間に１７．０hPaも減少してい
る。いずれの時刻おいても，中心から半径２５km
あたりまでは，気圧の変化がほとんどなく，鍋底
状の分布をしている。そして，その外側では
４０kmあたりまで，急激に気圧が上昇していき，
大きな気圧傾度を示している。なお，１００km付
近より外側ではバラツキが大きくなっているが，
この一因として，山岳を通過したことによる気圧
場の変形が考えられる。また，rmは３０～５０kmの
範囲の値であるが，これは，前述のように，旋衡
風風速が最大となる半径であり，地表風風速は，
これよりも小さい半径で最大となる。
この気圧分布が妥当なものかどうかを確認する

ために，横浜地方気象台（以下「横浜」と略す）
の観測記録を調べてみた。これによると，図１１に
示すように，１６時５５分から１７時２３分までの２８分間

にわたって気圧の下降は緩やかであり，その前後
の時間帯で急激な気圧変化を示している。なお，
横浜の記録において，急激な気圧下降が止まり，
緩やかな下降に変わった時刻は１６時５５分である。
本研究による解析結果の１６時００分と１７時００分の位
置（図９黒丸）から内挿で求めた１６時５５分の位置

３２５

図１０ Hollandの式による解析から得られた半径
方向の気圧分布（実線），○は気象官署に
おける海面気圧観測値，（a）１５時，pc＝
９６７．３hPa，Δp＝３２．６hPa，rm＝４７．０km，
（b）１６時，pc＝９６９．１hPa，Δp＝３０．８hPa，
rm＝３３．５km，（c）１７時，pc＝９８７．３hPa，
Δp＝１２．６hPa，rm＝３６．５km。

図９ 台風２２号の経路，破線は気象庁による経
路（□ は 毎 正 時 の 速 報 値），実 線 は
Hollandの式による解析に基づく中心の経
路（１５～１７時の毎正時の中心位置），×印は
横浜市金沢区のトラック横転事故の場所。
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と横浜との間の距離を計算すると２２kmとなる。
この距離は，図１０（c）における鍋底状部分の外縁
に当たっている。
図９に示したように，横浜市金沢区のトラック

横転事故の場所は，１７時の解析による中心位置よ
りも北東に８km離れたところである。事故が起
こったのは１７時１０分ごろであり，ちょうど中心が
通過していたころであると推測される。横浜の記
録によると，海面気圧の最低値は１７時２３分に記録
されており，最大瞬間風速３９．９ms－１（１７時２２分）
が記録されたのとほぼ同時であり。これが中心最
接近時とすると，トラック横転事故を起こした突
風は，時間差から考えて，同じ強風域の風に相当
するのではないかと考えられる。
このような気圧と風速の時間変化の特徴は，中

心経路のすぐ近くの網代測候所でも観測されてい
る。す な わ ち，１６時１４分 に 最 低 海 面 気 圧
９７４．１hPa，１６時１３分に最大瞬間風速６３．３ms－１が
記録されている。したがって，少なくとも１時間
は，中心通過時ころに突風が起こるという構造が
維持されていたようである。
なお，横浜の気圧の記録では，気圧上昇時の１８

時ころを中心として，約１０分間にわたって気圧の
唐突な降下と回復が見られる。このときには，最
大瞬間風速３３ms－１程度の突風が記録されている
が，これは時間的に見て，トラック横転事故を引

き起こした風ではない。このような気圧の降下
は，Fujita（１９５２）によりpressuredipと命名され
たが，台風９１１９号のさい，これにともなう突風に
より災害が発生している（藤井，１９９２）。
２２号のように，Hollandの式で表さないと妥当

な気圧分布が得られない台風としては，著者が解
析の対象とした日本に上陸した顕著台風にはな
い。ただ，藤井・光田（１９９５）は，１９７７年に八重
山諸島を襲った台風５号（通し番号７７０５号）の気
圧分布をSchloemerの式で近似したところ，図１２
に示すように，中心気圧が非現実的に小さくなっ
た。そこで，Hollandの式で近似すると，B＝１．３
の場合に合理的な気圧分布が得られた。この台風
は，中心のすぐ近くまで大きな気圧傾度をもって
いるが，２２号も最盛期には同じような気圧分布を
もっており，上陸後急速に衰弱するとともに中心
付近の気圧が上昇し，横浜の記録で見られる緩や
かな変化になったのではないかと考えられる。こ
のように考えると，南西諸島を襲った７７０５号のよ
うな非常に大きい気圧傾度をもった台風が関東地
方を襲ったことになる。

７．まとめ
２００４年において，発生数は平年値の２６．７個より

３個程度多い２９個であったが，上陸数は平年値の
２．６個の３倍以上の１０個であった。このうち，６

３２６

図１１ 台風２２号来襲時における横浜地方気象台
の海面気圧と風速の記録（２００４年１０月９
日，時刻はJST），東京管区地方気象台・
横浜地方気象台（２００４）より引用。

図１２ 台風７７０５号の半径方向の気圧分布，破線は
Schloemerの式，実線はHolland（B＝１．３）
の式による。藤井・光田（１９９５）より引
用。
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号，１０号，１６号，１８号，２１号，２３号の６台風につ
いて，Schloemerの気圧分布式により解析を行っ
た。また，２２号はHollandの式により解析を行っ
た。その結果を１９５５～９４年に上陸した台風の解析
結果（Fujii，１９９８）と比較したところ，次のよう
な特徴が明らかになった。
（１）上陸時のΔpの年最大値再現期間は，１６号と

１８号は九州地方に上陸する台風として９年，
２３号は四国・近畿地方に上陸する台風として
６年に相当する。したがって，２００４年には，
各地域において，かつては数年に１回しか上
陸しないような強い台風が３個も上陸してい
る。

（２）１６号，１８号，２３号は，過去の同じΔpの台風
に比べて，rmが大きく，スケールの大きい台
風であった。

（３）２３号の上陸後の減衰率については，過去の同
じrmの台風に比べて，２倍程度大きかった。

（４）２２号は，１９７７年に八重山諸島を襲った５号の
ような小型で強い台風であったのではないか
と考えられる。この台風は，１９５５年以降では
日本本土に来襲例がない台風である。

なお，２００１年に発表されたIPCC第３次評価報
告書（IPCC，２００１）によると，地球温暖化に伴っ
て，ある地域においては台風の最大風速が増大す
る可能性が高いとしている。地球温暖化に伴って
日本を襲う台風の性状がどのように変化していく
のか，今後の台風活動に注目すべきである。
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